
は
じ
め
に

武
蔵
野
台
地
に
川
が
貫
い
て
い
る
落
合
地
域
は
、

た
く
さ
ん
の
坂
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
坂
を
た

ど
る
と
、
古
代
か
ら
続
く
人
々
の
暮
ら
し
と
土
地

の
記
憶
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
回
は
落

合
の
尾
根
道
と
妙
正
寺
川
沿
い
の
谷
道
を
散
策
し

な
が
ら
、
落
合
台
地
の
地
形
と
風
土
を
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
。
「高
低
差
フ
ァ
ン
」
や

「坂
道
フ
ァ
ン
」

に
と
っ
て
も
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い
魅
力
的
な

場
所
で
す
。
案
内
を
す
る
の
は
新
宿
歴
史
博
物
館

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
で
す
。

武
蔵
野
台
地
の
形
成
に
つ
い
て

武
蔵
野
台
地
と
は
、
西
は
青
梅
か
ら
北
は
川
越
ま
で
、
入
間
川
と
支
流
の
霞

川
～
荒
川
低
地
、
東
を
東
京
低
地
に
南
か
ら
西
を
多
摩
川
低
地
に
限
ら
れ
た
東

西
約
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
を
指
し
ま
す
。

新
宿
区
は
、
武
蔵
野
台
地
の
東
端
に
位
置
し
ま
す
が
、
そ
の
成
り
立
ち
は
、

は
る
か

一
三
万
年
ほ
ど
前
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
地
球
が
温
暖
化
す
る
と
陸
上

の
氷
が
減
少
す
る
た
め
海
水
面
が
上
昇
し

（下
末
吉
海
進
、
縄
文
海
進
、
な
ど
）、

寒
冷
化
す
る
と
海
水
面
は
下
が
り
、
陸
地
が
現
れ
相
対
的
に
隆
起
し
た
状
況
に

な
り
ま
す
。
こ
の
隆
起
と
沈
降
を
経
て
武
蔵
野
台
地
は
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の

で
す
。
最
終
氷
期
で
は
寒
冷
化
（七
万
年
前
～

一
万
年
前
）
が
段
階
的
に
進
行
し
、

浸
食
基
準
面
の
低
下
や
台
地
の
隆
起
は
段
階
的
に
起
こ
り
、
川
沿
い
に
は
河
岸

段
丘
が
形
成
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
武
蔵
野
台
地
の
中
で
最
も
古
い
面
が
下
末

吉
面
で
、
次
に
武
蔵
野
面
、
立
川
面
と
い
う
順
に
地
形
面
が
で
き
ま
し
た
。
区

内
で
は
、
下
末
吉
面
は
西
新
宿
か
ら
神
楽
坂
を
結
ぶ
ラ
イ
ン
よ
り
南
東
側
に
あ

り
、
淀
橋
台
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
北
西
側
の
神
田
川
を
含
む
地
域
に
広
が
る
台

地
が
武
蔵
野
面
で
豊
島
台
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
落
合
は
豊
島
台
に
含
ま
れ
ま

す
。
下
末
吉
面
と
武
蔵
野
面
で
は
、
標
高
と
浸
食
の
進
み
具
合
、
そ
し
て
形
成

時
期
に
違
い
が
あ
る
た
め
、
地
形
的
な
特
徴
も
異
な
り
ま
す
。
下
末
吉
面
は
、
武
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蔵
野
面
に
比
べ
て
一
段
高
く
、
台
地
上
の
傾
斜
は
緩
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め

川
は
蛇
行
し
谷
が
屈
曲
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
形
成
時
期
が
古
い
た
め
、
風
化

浸
食
が
す
す
み
、
小
さ
な
谷
が
多
く
、
結
果
的
に
鹿
の
角
の
よ
う
な
小
さ
な
谷

が
複
雑
に
入
り
組
ん
だ
地
形
と
な
り
ま
し
た
。
四
谷
の
須
賀
町
、
若
葉
町
界
隈

の
谷
が
入
り
組
み
、
坂
も
様
々
な
方
向
を
向
い
て
い
て
、
街
を
歩
く
と
そ
こ
か

し
こ
に
谷
や
丘
が
現
れ
る
の
は
、
こ
の
た
め
で
す
。　
一
方
、
武
蔵
野
面
は
、
下

末
吉
面
に
比
べ
て
台
地
上
の
傾
斜
は
わ
ず
か
に
急
な
た
め
川
は
比
較
的
直
線
的

に
流
れ
、
形
成
時
期
が
新
し
い
た
め
浸
食
の
度
合
い
が
低
く
細
か
い
谷
も
少
な

い
。
そ
の
結
果
、
単
純
で
比
較
的
幅
が
広
い
谷
で
、
そ
の
谷
沿
い
に
斜
面
が
長

く
伸
び
る
地
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。
斜
面
が
直
線
的
に
連
な
り
坂
や
階
段
の
向

き
が
同
じ
よ
う
に
な
る
の
も
こ
の
た
め
で
す
。
今
回
巡
る
落
合
の
坂
や
階
段
は
、

ほ
ぼ
南
向
き
傾
斜
に
な
っ
て
い
て
こ
の
特
徴
を
よ
く
表
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
武
蔵
野
台
地
は
昔
の
多
摩
川
が
奥
多
摩
の
古
い
山
地
を
抜
け
で
た
青

梅
付
近
を
頂
点
と
し
て
、
東
西
に
長
く
延
び
て
形
成
し
た
一扇
状
地
で
す
。
そ
の

地
層
は
、
上
か
ら
約
八
。
四
メ
ー
ト
ル
の
関
東
ロ
ー
ム
層
、
そ
の
下
に
約

一
メ
ー

ト
ル
の
粘
土
質
ロ
ー
ム
層
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
下
に
約
四
メ
ー
ト
ル
の
段
丘

礫
層
が
見
ら
れ
ま
す
。
関
東
ロ
ー
ム
層
は
、
富
士
山
や
箱
根
な
ど
か
ら
運
ば
れ

た
火
山
灰
が
堆
積
し
た
も
の
で
す
が
、
透
水
性
が
良
く
、
降
っ
た
雨
が
地
中
に

浸
透
し
て
い
き
ま
す
。
ロ
ー
ム
層
下
部
が
不
透
水
層
な
た
め
、
砂
礫
層
が
露
出

し
て
い
る
と
こ
ろ
は
水
が
湧
き
だ
し
、
水
の
圧
力
で
関
東
ロ
ー
ム
層
が
浸
食
さ

れ
谷
を
形
成
し
ま
す
。
こ
の
よ
に
広
が
っ
た
場
所
は
、
「谷
戸
」
や

「ば

っ
け
」

と
呼
ば
れ
ま
す
が
、
落
合
に
も
こ
の
地
名
が
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

地
形
と
生
活
が
密
着
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

地
形
は
、
自
然
の
作
用
に
よ
る
も
の
だ
け
で
は
な
く
人
工
的
な
作
用
に
よ
っ

て
も
変
化
し
て
い
き
ま
す
。
落
合
で
は
、
環
状
六
号
線

（山
手
通
り
）
と
放
射

七
号
線

（新
目
白
通
り
）
の
開
通
が
そ
の
最
た
る
も
の
で
す
。
山
手
通
り
は
区

間
を
区
切
っ
て
部
分
的
に
行
わ
れ
、
落
合
付
近
は
神
泉

‐
熊
野
間
で
昭
和
十
五

～
二
五
年

（
一
九
四
〇
～

一
九
五
〇
）
年
ご
ろ
開
通
、
新
目
自
通
り
は
昭
和
四

二
年

（
一
九
六
七

）
に
開
通
し
た
こ
と
で
台
地
は
開
撃
さ
れ
、
坂
は
分
断
さ
れ
、

現
在
の
姿
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

①

西
坂

一
二
〇
ｍ
省
同低
差
九
ｍ
、
平
均
斜
度
四
Ｌ
二
度
）

中
落
合
二
丁
目
の
坂
、
下
落
合
駅
前
巡
査
派
出
所
の
わ
き
を
入
り
、
北
西
へ

落
合
第

一
小
学
校
の
手
前
ま
で
上
が
り
ま
す
。
こ
の
坂
は
七
曲
坂
と
な
ら
ん
で

古
道
で
、
も
と
の
落
合
村
と
中
丼
村
の
村
境
を
な
し
て
い
ま
し
た
。
国
豆多
摩
郡

誌
』
は

「西
坂
　
新
宿
道
　
字
本
村
と
字
不
動
谷
と
の
間
に
あ
り
。」
と
し
て
い

ま
す
。
明
治
の
末
ま
で
は
道
幅
が
き
わ
め
て
狭
く
、
雑
本
や
笹
が
両
側
に
お
い

②



茂
っ
て
も
の
さ
び
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
徳
川
公
爵
家
が
坂
側
の
台
地
を
買
っ

て
別
荘
と
し
、
つ
づ
い
て
近
衛
公
爵
も
そ
の
向
か
い
側
を
別
荘
地
と
し
た
た
め

に
道
幅
が
拡
げ
ら
れ
ま
し
た
。
徳
川
邸
で
は
、
牡
丹
や
菊
の
花
時
に

一
般
に
公

開
し
、
そ
の
と
き
は
食
物
屋
の
屋
台
な
ど
が
出
て
坂
が
賑
わ
っ
た
そ
う
で
す
。

②

霞
坂

八
〇
ｍ
急
坂

（高
低
差

一
Ｏ
ｍ
、
平
均
斜
度
七
度
）

中
落
合
二
丁
目

一
四
番
大
同
特
殊
鋼
社
宅
の
西
わ
き
を
西
南
に
下
る
短
い
坂

で
、
坂
上
は
西
坂
に
つ
な
が
り
ま
す
。
国
豆多
摩
郡
誌
』
は

「霞
坂
　
大
字
下
落

合
よ
り
小
学
校
前
へ
開
窄
し
た
る
新
坂
な
り
。」
と
し
、
大
正
初
年
に
で
き
た
坂

道
と
思
わ
れ
ま
す
。
坂
下
が
ま
だ
妙
正
寺
川
ぞ
い
の
一
面
の
水
田
だ
っ
た
こ
ろ
は
、

春
霞
が
立
つ
風
景
が
美
し
か
っ
た
と
い
い
、
『新
編
若
葉
の
梢
』
は

「こ
の
橋
（落

合
土
橋

）
あ
た
り
の
春
の
景
色
、
霞
ん
で
遠
近
に
雉
子
の
声
さ
へ
き
こ
え
、
若
葉

の
色
雨
え
出
で
鶯
が
鳴
き
、
い
と
麗
か
で
あ
る
。
初
夏
の
こ
ろ
の
こ
の
辺
を
打
ち

過
ぎ
れ
ば
、
ま
づ
時
鳥
の
声
が
き
こ
え
は
じ
め
る
。」
と
記
し
て
い
ま
す
。

○
市
郎
兵
衛
坂

『豊
多
摩
郡
誌
』
に

「市
郎
兵
衛
坂
　
中
井
道
　
字
不
動
谷
と
前
谷
戸
と
の
間

に
あ
り
。」
と
あ
り
ま
す
。
「不
動
谷
」
は
西
坂
上
の
学
校
前
道
よ
り
西
南
の
地

域
で
、
中
落
合
二
丁
目
の
西
南
部
。
「前
谷
戸
」
は
中
落
合

一
丁
目
と
中
井
二
丁

目
東
北
部

一
帯
に
地
域
に
相
当
し
ま
す
。
市
郎
兵
衛
坂
は
こ
れ
ら
の
間
を
通
る

旧
中
井
道
の
途
上
の
坂
道
で
す
。
当
初
、
中
落
合
二
丁
目
か
ら
清
風
園
前
に
く

だ
る
坂
道
で
し
た
が
、
昭
和
四
四
年
に
開
通
し
た
新
目
白
通
り
に
よ
り
坂
道
は

分
断
さ
れ
、
中
落
合
二
丁
目
の

一
部
が
残
る
だ
け
で
す
。
名
称
の
由
来
は
不
明

で
す
が
、
こ
の
坂
に
ゆ
か
り
の
あ
る
村
人
の
名
を
と
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

④

見
晴
坂

一
〇
〇
ｍ

上
落
合
と
中
落
合
の
境
か
ら
、
中
落
合

一
丁
目
七
と

一
一
番
の
間
を
北
へ
上

る
坂
で
、
六
天
坂
の
東
に
並
ん
で
い
ま
す
。
い
ま
こ
の
坂
上
に
放
射
七
号
線

（新

目
白
通
り
）
道
路
が
開
通
し
ま
し
た
が
、
昔
は

一
帯
の
水
田
で
落
合
蛍
の
名
所

で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
「江
戸
名
所
図
会
」
に
も
落
合
の
螢
を

「此
地
の
螢
狩
り

は
苦
種

（
ぼ
う
し
ゅ
）
の
後
よ
り
夏
至
の
頃
を
盛
り
と
す
。
草
葉
に
す
が
る
を
ば

こ
ぼ
れ
ぬ
露
か
と
う
た
が
ひ
、
高
く
飛
を
ば
あ
ま
つ
星
か
と
あ
や
ま
り
、
遊
人

暮
る
ゝ
を
待
て
こ
こ
に
逍
逢
し
壮
観
と
す
。
夜
涼
し
く
人
定
り
風
清
く
月
清
朗

な
る
に
お
よ
び
て
、
始
め
て
帰
路
を
う
な
が
さ
ん
事
を
思
ひ
出
さ
る
も

一
興
と

や
い
は
ん
ど

と
そ
の
田
園
風
趣
を
賞
美
し
て
い
ま
す
。



⑤
六
天
坂

一
〇
Ｏ
ｍ

上
落
合
と
中
落
合
の
境
通
り
か
ら
、
妙
正
寺
川
北
岸
中
落
合

一
丁
目
六
と

一

二
番
の
間
を
北
上
す
る
小
坂
で
、
坂
上
は
環
状
六
号
線

（山
手
通
り
）
道
路
へ
出

ま
す
。
こ
の
あ
た
り
も
二
た
昔
ほ
ど
前
ま
で
は
雑
木
山
で
、
坂
上
に

一
本
杉
の
古

木
が
あ
り
、
樹
下
に
第
六
天
の
小
祠
が
建
っ
て
い
た
の
が
坂
の
名
に
な
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
言
い
伝
え
に
よ
る
と
、
そ
の
第
六
天
の
仏
像
は
行
人
僧
が
坂
側

に
住
み
つ
い
て
祀
っ
た
そ
う
で
す
が
、
そ
の
後
の
所
在
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
仏
典
に
よ
れ
ば

「第
六
天
は
欲
界
六
天
の
第
六
番
で
最
高
所
と
さ
れ
、
こ
の

天
に
生
ま
れ
た
も
の
は
、
他
者
の
楽
事
を
も
っ
て
自
在
に
お
の
れ
の
楽
と
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
、
別
称
を
他
化
自
在
天
と
も
い
う
。」
と
あ
り
ま
す
。

一
～
八
の
坂

二
〇
〇
九
年
に
新
宿
区
が
道
路
通
称
名
を

一
般
公
募
し
六
七
路
線
の
道
路
通

称
名
が
決
定
、
蘭
塔
坂
通
り

（二
の
坂
）
も
そ
の

一
つ
と
し
て
標
識
が
建
て
ら

れ
ま
し
た
。
東
京
で
は
番
号
の
つ
い
た
坂
が
順
に
並
ぶ
例
は
他
に
な
く
、
結
果

的
に
珍
し
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
関
東
大
震
災
後
、
中
落
合
三
丁
目

一
帯

の
い
わ
ゆ
る
目
白
文
化
村
と
と
も
に
南
の
台
地
上
の
宅
地
化
が
進
み
、　
一
の
坂

を
は
じ
め
と
し
、
八
の
坂
ま
で
名
前
が
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

⑤

一
の
坂

山
手
通
り
か
ら
中
井
二
丁
目
四
番
地
と

一
一
番
と
の
間
を
北
に
上
る
坂
。
別

名
、
市
郎
兵
衛
坂
。
星
豆多
摩
郡
誌
』
に
は

「市
郎
兵
衛
中
井
道
字
不
動
谷
と
前

谷
戸
と
の
間
に
あ
り
。」
と
あ
り
ま
す
。

②

二
の
坂

中
井
二
丁
目

一
一
番
地
と

一
二
番
地
と
の
間
を
北
へ
上
る
坂
。
二
の
坂
上
右

側
に
庚
申
塚
と
、
墓
石
や
複
数
の
供
養
塔
が
並
立
し
て
い
た
こ
と
か
ら
昭
和
初

期
の
頃
よ
り
蘭

（卵
）
塔
坂
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

③

三
の
坂

九
〇
ｍ

中
井
二
丁
目

一

⑨

四
の
坂

中
井
二
丁
目

一

念
館
と
四
の
坂
は

⑩
林
芙
美
子
記
念
館
内
の
坂
　
通
称
　
男
坂

ｏ
女
坂

日
本

一
短
い
男
坂

・
女
坂

二
番
地
と

一
九
番
地
と
の
間
を
北
へ
上
る
坂
。

九
番
地
と
二
〇
番
地
と
の
間
を
北
へ
上
る
坂
。
林
芙
美
子
記

「み
ど
り
の
新
宿
３０
選
」
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。



林
芙
美
子
旧
居

（林
芙
美
子
記
念
館
）

小
説
家
林
芙
美
子
（
一
九
〇
三
～
五
一
）
が
、
昭
和

一
六
年

（
一
九
四
一
）
八
月

か
ら
昭
和
三
六
年

（
一
九
五

一
）
六
月
二
八
日
に
亡
く
な
る
ま
で
住
ん
で
い
た

家
で
、
現
在
は
新
宿
区
立
林
芙
美
子
記
念
館
と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
芙

美
子
は
落
合
を
愛
し
、
昭
和
五
年

（
一
九
二
〇
）
に
杉
並
の
堀
の
内
か
ら
移
っ

て
以
来
、
途
中
三
度
の
引
越
を
は
さ
み
、
亡
く
な
る
ま
で
足
か
け
三
二
年
間
落

合
の
地
に
暮
ら
し
ま
し
た
（
初
め
上
落
合
三
‐
〓
ハ
‐
七
、
昭
和
七
年
か
ら
中
井

一
下
三
四
‐
一
一
一、
同

一
六
年
か
ら
病
没
ま
で
中
井
二
上
一〇
上

）。
こ
の
家
は
、

昭
和

一
四
年

（
一
九
二
九
）
に
島
津
製
作
所
所
有
地
を
購
入
し
た
も
の
で
、
芙

美
子
の
意
向
を
強
く
反
映
さ
せ
、
山
口
文
象
が
設
計
し
た
も
の
で
す
。
数
奇
屋

造
り
の
平
屋
建
て
で
、
当
時
は
建
坪
の
制
限
が
あ
っ
た
た
め
、
芙
美
子
名
義
の

生
活
棟
と
、
夫
で
画
家
の
緑
敏
名
義
の
ア
ト
リ
エ
棟
の
二
棟
を
建
て
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
代
表
作

「う
ず
潮
」
「晩
菊
」
「浮
草
」
な
ど
が
執
筆
さ
れ
ま
し
た
。

記
念
館
の
中
に
も
、
男
坂
、
女
坂
と
言
わ
れ
た
坂
が
あ
り
ま
す
。
坂
学
会
で
は
、

昨
年
日
本

一
短
い
男
坂

・
女
坂
に
認
定
し
ま
し
た
。

①

五
の
坂

中
井
二
丁
目
二
〇
番
地
と
二
四
番
地
と
の
間
を
北
へ
上
る
坂
。

①

六
の
坂

中
丼
二
丁
目
二
四
番
地
と
二
五
番
地
と
の
間
を
北
へ
上
る
坂
。

①

七
の
坂

中
丼
二
丁
目
二
五
番
地
と
二
七
番
地
と
の
間
を
北
へ
上
る
坂
。

⑭

八
の
坂

九
〇
ｍ

中
井
二
丁
目
二
七
番
地
と
二
八
番
地
と
の
間
を
北
へ
上
る
坂
。

①
ご
り
ょ
う
坂

中
井
二
丁
目
三
〇
番
地
と
二
八
番
地
と
の
間
を
北
へ
上
る
坂

中
丼
御
霊
神
社

落
合
台
地
八
の
坂
を
の
ぼ
り
切
っ
た
と
こ
ろ
が
中
丼
御
霊
神
社
で
す
。
創
建
は

不
明
で
す
が
、
古
く
か
ら
落
合
村
中
丼
の
鎮
守
で
し
た
。
祭
神
は
仲
哀
天
皇

・

応
神
天
皇

・
仁
徳
天
皇

・
武
甕
槌
神
の
四
柱
。
拝
殿
内
に
は
、
江
戸
時
代
に
奉

納
さ
れ
た
備
射
祭
絵
馬
（区
指
定
文
化
財
）
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

妙
正
寺
川

妙
正
寺
川
は
、
杉
並
区
の
妙
正
寺
池
を
水
源
に
持
ち
、
途
中
で
江
古
田
川
を
合

わ
せ
、新
宿
区
内
で
神
田
川
（高
田
馬
場
分
水
路
）
に
注
ぐ
、延
長
九
．
七
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
を
有
す
る
一
級
河
川
で
す
。

妙
正
寺
は
文
和
元
年

（
一
三
五
二
）
に
創
建
さ
れ
た
と
さ
れ
る
日
蓮
宗
の
寺
院
。

な
お
、
中
井
周
辺
の
川
の
北
側
の
崖
を
、
こ
の
あ
た
り
で
は

「バ
ッ
ケ
」
と
呼

ん
で
い
ま
し
た
。
「
ハ
ケ
」
と
も
呼
ば
れ
、、
湧
水
の
あ
る
崖
地
の
こ
と
で
す
。
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